
ブラームス 

声楽作品: ブラームスの合唱曲や歌曲も広く知られています。特に《ドイツ・レクイエム》

は、彼の宗教的作品の中で最も重要とされ、深い宗教的感情と人間の魂の慰めを表

現しています。また、多くのリート（歌曲）も作曲しており、その美しいメロディーと繊細な伴

奏が魅力です。 

ヨハネス・ブラームスの声楽曲は、その深い感情表現と豊かな音楽性で高く評価されて

います。彼の声楽作品は、ソロ歌曲（リート）、合唱曲、カンタータなど多岐にわたり、ドイ

ツ語の詩を基にしたものが多く、特にロマン主義的な詩情と結びついています。以下は

ブラームスの主要な声楽作品についての詳細です。 

1. ドイツ・レクイエム Op. 45 

• 概要: 「ドイツ・レクイエム」はブラームスの最も有名な合唱作品の一つで、1865

年から 1868 年にかけて作曲されました。母の死と友人ロベルト・シューマンの死

を契機に作曲されたと言われており、通常のラテン語のレクイエムではなく、ドイツ

語のルター聖書から取られたテキストが使用されています。 

• 構成: 全 7 楽章からなり、ソプラノとバリトンのソロ、合唱、オーケストラで構成さ

れています。 

1. 第 1 楽章: 「悲しむ人々は幸いである」 - 落ち着いたテンポで、弦楽

器と木管楽器が主導し、合唱が入り静かに進行します。 

2. 第 2 楽章: 「すべての肉は草のごとく」 - 力強いリズムと劇的な表現が

特徴。合唱の力強い声が印象的です。 

3. 第 3 楽章: 「主よ、知らせたまえ」 - バリトンソロと合唱が対話形式で

進行します。人間の儚さと神の永遠性がテーマです。 

4. 第 4 楽章: 「いと美しき安息」 - 明るく安らぎに満ちた楽章。合唱の美

しいハーモニーが特徴です。 

5. 第 5 楽章: 「おお、いかに心やさしきか」 - ソプラノソロと合唱の対話。

母の愛と慰めをテーマにしています。 

6. 第 6 楽章: 「死者は復活し、死ぬことはない」 - 劇的な展開があり、死

の勝利と復活の喜びを表現しています。 



7. 第 7 楽章: 「幸いなるかな」 - 穏やかなフィナーレ。神への信頼と永遠

の安息を歌います。 

• 特徴: この作品は、死の恐怖や悲しみを超えて、慰めと希望を提供するものであ

り、宗教的でありながら普遍的なテーマを持つため、広く愛されています。 

2. アルト・ラプソディ Op. 53 

• 概要: 1869 年に作曲されたこの作品は、ブラームスが友人クララ・シューマンの

息子フェリックスの結婚式のために作曲しました。ゲーテの「冬の旅」の詩を基に

しており、アルトの独唱、男声合唱、オーケストラのために書かれています。 

• 構成: 単一楽章で、アルトの独唱が中心に据えられ、オーケストラと合唱がそれ

を支えます。詩の内容は、孤独と苦悩に満ちた人間の魂の叫びを描いていま

す。 

• 特徴: 力強い感情表現と美しい旋律が融合した作品で、ブラームスの内面的

な感情が反映されています。特にアルトのソロパートは、深い内省的なキャラク

ターが強調されています。 

《アルト・ラプソディ》(Alto Rhapsody), Op. 53 は、ヨハネス・ブラームスによって 1869 年に

作曲された声楽作品であり、アルト独唱、男声合唱、管弦楽のために書かれています。

この作品は、ブラームスの円熟した作曲技術と深い感情表現が見事に融合された傑

作であり、彼の宗教的な作品の中でも特に人気があります。 

背景 

《アルト・ラプソディ》は、ブラームスがクララ・シューマンの娘であるジュリー・シューマンの

結婚式のために贈ったものです。ブラームスはジュリーに片想いしていたため、その結婚

が彼にとってどれほど感情的に困難であったかを表しています。この作品は、失恋の苦

しみとその克服の願いが込められていると言われています。ブラームスが使用したテキス

トは、ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテの詩「冬の旅のハルツ」からの抜粋です。こ

の詩の中で、ゲーテは孤独と絶望を表現し、それがブラームスの心情と重なっていまし

た。 

テキストと構成 



《アルト・ラプソディ》は、3 つの部分から構成され、全体の演奏時間は約 12 分程度で

す。ゲーテの詩は、個人の内面的な苦しみと救済への願望を描いており、ブラームスは

そのテキストに深く共感し、音楽でその感情を表現しています。 

1. 第 1 部 

管弦楽の前奏が悲しげに始まり、その後アルト独唱が加わります。詩の内容は、

荒涼とした冬の風景を描写し、孤独な旅人が彷徨い歩く様子が描かれていま

す。音楽は重厚で、厳粛な雰囲気が漂い、孤独と絶望の感情が強調されてい

ます。 

2. 第 2 部 

テンポが速くなり、音楽が劇的になります。旅人の心の中の不安と混乱が反映

され、アルトの声が管弦楽とともに激しく動きます。この部分は、内面的な葛藤と

絶望感を表現しています。詩は、孤独な魂が無限の苦しみに囚われていること

を訴えます。 

3. 第 3 部 

最後の部分では、音楽が穏やかになり、男声合唱が加わります。この合唱は、

神に救済を求める祈りのようなものであり、アルトの独唱と共に、和やかで温かい

調和が生まれます。この部分では、希望と救済への願いが込められ、終始暗く

沈んでいた雰囲気が明るみに向かいます。詩は、神の慈悲が孤独な旅人を包

み込み、彼の心の安らぎを願う内容です。 

音楽的特徴 

• 管弦楽の役割: 管弦楽は、アルト独唱と合唱の背景を豊かに彩り、感情の変

化を強調する役割を果たします。特に前奏と間奏において、ブラームスの豊か

な和声感覚とオーケストレーション技術が光ります。 

• アルト独唱: アルトのパートは深い情感に満ちており、広い音域と豊かな表現力

が求められます。声の暗い色調が、詩の内容と音楽の雰囲気に合致していま

す。 

• 合唱の使用: 男声合唱が登場する第 3 部は、作品全体のクライマックスであ

り、安らぎと希望をもたらします。合唱の音色が独唱と対比され、全体の和音が

豊かに響きます。 



意義と評価 

《アルト・ラプソディ》は、ブラームスの感情的な深みと詩的な感性を如実に示す作品とし

て高く評価されています。ブラームス自身の個人的な感情が反映されていることから、

彼の他の作品とは一線を画す特別な位置を占めています。深い内面的な苦しみを表

現しつつ、最終的には希望と救済を感じさせるこの作品は、多くの聴衆に感動を与え続

けています。演奏会でも頻繁に取り上げられ、アルト歌手にとっても重要なレパートリーの

一つです。 

この作品は、ブラームスの宗教的・哲学的な思想を反映しているだけでなく、彼の音楽

が持つ独特の緊張感と美しさを見事に示しており、聴く者に深い印象を与えます。 

 

3. 愛の歌 Op. 52, 65 

• 概要: 「愛の歌」と「新・愛の歌」は、ブラームスが 1868 年から 1869 年にかけて

作曲した合唱曲集です。4 声の混声合唱とピアノ 4 手のために書かれていま

す。ドイツの詩人ゲオルク・フリードリヒ・ダウマーの詩を基にしており、愛のさまざま

な側面を描写しています。 

• 構成: 各集が複数の短い曲から構成されており、それぞれが独立した詩に基づ

いています。ブラームスは、軽快でリズミカルな舞曲風のものから、抒情的で感

傷的なものまで、さまざまなスタイルを取り入れています。 

• 特徴: 「愛の歌」は、その親しみやすいメロディーとリズム、そして感情豊かな表現

で、アマチュア合唱団にも人気があります。愛と喜び、悲しみ、望みといったテー

マが歌詞と音楽を通じて巧みに表現されています。 

《愛の歌》（Liebeslieder Walzer）, Op. 52 と 《新・愛の歌》（Neue Liebeslieder）, Op. 65 は、

ヨハネス・ブラームスによって作曲されたピアノ四手連弾と混声合唱のための連作歌曲

集です。これらの作品は、ワルツのリズムを基調にした親しみやすいメロディーと、愛をテ

ーマにした詩によって構成されており、ブラームスのカジュアルでロマンチックな一面を垣

間見ることができるものです。 

背景と作曲の経緯 



《愛の歌》は 1868 年から 1869 年にかけて、ブラームスがウィーンでの生活に慣れ親しむ

中で作曲されました。彼はウィーンの音楽界において、ダンス音楽、特にヨハン・シュトラ

ウス 2 世のワルツに魅了されており、その影響がこの作品に反映されています。ブラーム

スはこれらのワルツを家庭的なサロン音楽として構想し、友人たちとの親しい音楽のひと

ときのために書きました。 

テキストは主にジョルジュ・フリードリヒ・ダウメルによって翻訳された、伝統的なドイツとポー

ランドの民謡に基づいており、愛にまつわる様々な感情や情景が描かれています。 

《愛の歌》 Op. 52 の内容 

ヨハネス・ブラームスが作曲した全 18 曲のワルツ形式による連作歌曲集で、1868 年から 1869

年にかけて作曲されました。この歌曲集は、4 人の声楽家（ソプラノ、アルト、テノール、バス）とピ

アノ連弾のために書かれており、ジョルジュ・ダ・ラ・モッタの詩を基に、ハンガリーの詩人ハインリッ

ヒ・ハイネの翻訳詩を使用しています。 

1. "Rede, Mädchen, allzu liebes" 

（「語っておくれ、愛しき娘よ」） 

男性が愛する女性に対して情熱的に語りかける曲。愛の情熱が湧き上がる様子が軽

快なワルツのリズムで表現されています。 

2. "Am Gesteine rauscht die Flut" 

（「岩の上で波がさざめく」） 

激しい愛の感情が溢れ出す様子を描いた曲。波が岩にぶつかる音のように、愛が心を

打つことを表現しています。 

3. "O die Frauen, o die Frauen" 

（「ああ、女たちよ、女たちよ」） 

男性が女性の魅力と複雑さについて語る曲。軽やかな旋律が、女性に対する愛と驚

きを表現しています。 

4. "Wie des Abends schöne Röte" 

（「夕焼けのように美しい」） 



夕焼けの美しさを愛する人にたとえた曲。穏やかで優雅なメロディーが、夕暮れの静か

な美しさを表現しています。 

5. "Die grüne Hopfenranke" 

（「緑のホップのつる」） 

ホップのつるが伸びていく様子を、愛が成長していくことにたとえた曲。軽快なワルツのリ

ズムが、自然の生命力を感じさせます。 

6. "Ein kleiner, hübscher Vogel" 

（「小さな美しい鳥」） 

小鳥のように愛が自由に羽ばたいていく様子を描いた曲。鳥のさえずりを模したような軽

快なメロディーが特徴です。 

7. "Wohl schön bewandt war es" 

（「すべては美しく整えられていた」） 

愛が順調に進んでいることを表現した曲。穏やかで美しい旋律が、幸せな気持ちを感じ

させます。 

8. "Wenn so lind dein Auge mir" 

（「君の眼差しが私に優しく」） 

愛する人の眼差しが優しく語りかける様子を描いた曲。メロディーの柔らかさが、愛情の

深さを感じさせます。 

9. "Am Donaustrande" 

（「ドナウ川のほとりで」） 

ドナウ川のほとりで愛を誓う曲。川の流れのように穏やかで、同時に力強い愛が描かれ

ています。 

10. "O wie sanft die Quelle" 

（「ああ、泉はなんて柔らかい」） 

愛する人との出会いがまるで泉のように心を潤すことを描いた曲。優雅で繊細なメロディ

ーが特徴です。 



11. "Nein, es ist nicht auszukommen" 

（「いいえ、耐えられない」） 

愛の葛藤や苦しみを表現した曲。明るいワルツのリズムが逆に、苦しみの強さを引き立て

ています。 

12. "Schlosser auf, und mache Schlösser" 

（「錠前を開け、そして閉じよ」） 

愛の扉を開け閉めする様子を描いた曲。軽快なテンポが、愛の躍動感を表現していま

す。 

13. "Vögelein durchrauscht die Luft" 

（「小鳥が空を飛ぶ」） 

小鳥のように愛が自由に羽ばたいていく様子を再び描いた曲。軽やかで自由なメロディ

ーが特徴です。 

14. "Sieh, wie ist die Welle klar" 

（「見てごらん、波はなんて澄んでいるの」） 

澄んだ波のように、愛が清らかであることを表現した曲。穏やかで美しい旋律が、純粋な

愛の姿を描いています。 

15. "Nachtigall, sie singt so schön" 

（「夜鳴きウグイスがなんて美しく歌うの」） 

夜鳴きウグイスの美しい歌声を愛の象徴として描いた曲。鳥のさえずりのような旋律が、

自然の美しさと愛を感じさせます。 

16. "Ein dunkeler Schacht ist Liebe" 

（「愛は暗い穴のよう」） 

愛が持つ深い謎と複雑さを描いた曲。明るいワルツのリズムの中に、深い感情が込め

られています。 

17. "Nicht wandle, mein Licht" 

（「行かないで、私の光」） 



愛する人にそばにいてほしいと願う曲。切実な願いが、穏やかな旋律で表現されていま

す。 

18. "Es bebet das Gesträuche" 

（「茂みが揺れている」） 

自然の中で愛の息吹を感じる曲。生命力溢れるメロディーが、愛の躍動感を表現してい

ます。 

音楽的特徴 

• ワルツ形式: すべての曲がワルツのリズムを持っており、踊りのような軽やかさとリ

ズム感が特徴です。これは、ブラームスがウィーンでの生活を反映させたものとさ

れています。 

• ピアノ連弾の重要性: ピアノ連弾が楽曲の基盤となっており、2 人のピアニストに

よる繊細で豊かな音色が、歌曲に深みと魅力を与えています。 

• 声楽のハーモニー: 4 人の声楽家によるハーモニーが、愛の多様な側面を表

現し、豊かな音の層を作り出しています。 

• 詩的な内容: 各曲の詩は、愛の喜び、悲しみ、希望、葛藤など、さまざまな感

情を繊細に描いており、ブラームスの音楽はそれらの感情を見事に表現していま

す。 

《愛の歌》は、ブラームスの抒情的な一面を垣間見せる作品であり、愛の複雑な感情を

美しく表現しています。 

 

《新・愛の歌》 Op. 65  

ブラームスが 1874 年に作曲した全 15 曲のワルツ形式による歌曲集です。この作品は、ブラー

ムスの《愛の歌》(Liebeslieder Waltzer), Op. 52 に続くもので、4 人の声楽家（ソプラノ、アルト、テノ

ール、バス）とピアノ連弾のために書かれています。テクストのほとんどはゲオルク・フリードリヒ・ダ

ウメル（Georg Friedrich Daumer）による詩ですが、一部は他の詩人の詩も使用されています。 



1. "Verzicht, o Herz, auf Rettung" 

（「諦めよ、心よ、救いを」） 

愛の痛みと諦めについて歌われた曲。リズムは軽快なワルツでありながら、歌詞の内容

には深い悲しみが込められています。 

2. "Finstere Schatten der Nacht" 

（「夜の暗い影」） 

夜の闇が愛の苦しみを隠してくれるようにという願いが表現されています。対照的な感情

が、旋律の中に感じられます。 

3. "An jeder Hand die Finger" 

（「どちらの手にも指がある」） 

愛の選択についてのユーモラスな曲で、複数の選択肢を示唆しながらも、最終的には

一人の愛する人を選ぶというテーマです。 

4. "Ihr schwarzen Augen" 

（「おまえの黒い瞳」） 

黒い瞳に対する賛美を歌った曲で、魅惑的でありながらも危険な美しさを持つ目を描い

ています。メロディーは情熱的で、視覚的なイメージが浮かび上がります。 

5. "Wahre, wahre deinen Sohn" 

（「守れ、守れ、あなたの息子を」） 

母親が息子を守ることの大切さを歌った曲で、愛と保護のテーマがメロディーに反映さ

れています。 

6. "Rosen steckt mir an die Mutter" 

（「母はバラを私に飾ってくれる」） 

母親の愛情を感じさせる曲で、自然の中に存在する愛の象徴としてバラが用いられて

います。メロディーは穏やかで優雅です。 

7. "Vom Gebirge, Well' auf Well'" 

（「山から、波の上に波」） 



自然の中での愛の存在を描いた曲。山や川のイメージを通じて、愛の力強さが表現さ

れています。 

8. "Weiche Gräser im Revier" 

（「柔らかい草原の中で」） 

自然の中での安らぎと愛の調和を描いた曲で、メロディーは穏やかで優美です。愛の静

かな幸福が感じられます。 

9. "Nagen am Herzen fühl ich" 

（「心にかじりついているのを感じる」） 

心に抱く苦しみと愛の葛藤を歌った曲。メロディーには、内面的な苦悩が反映されていま

す。 

10. "Ich kose süß mit der und der" 

（「あれこれと甘く戯れる」） 

複数の愛の対象との戯れを軽やかに歌った曲。ユーモラスで遊び心のあるメロディーが

特徴です。 

11. "Alles, alles in den Wind" 

（「すべて、すべて風の中へ」） 

愛の誓いや言葉が風に流される様子を描いた曲。儚さと移ろいゆく感情が表現されて

います。 

12. "Schwarzer Wald, dein Schatten ist" 

（「黒い森、おまえの影は」） 

森の影に隠された愛の神秘性を歌った曲。暗い森が、愛の深さや謎を象徴していま

す。 

13. "Nein, Geliebter, setze dich" 

（「いいえ、愛しい人よ、座ってください」） 

愛する人との対話を描いた曲で、愛の優しさと親密さが感じられます。メロディーは穏や

かで心地よいです。 



14. "Flammenauge, dunkles Haar" 

（「炎のような瞳、黒い髪」） 

情熱的な愛の描写で、燃えるような瞳と黒い髪が象徴されています。メロディーは活気

に満ち、情熱的です。 

15. "Zum Schluss: Nun, ihr Musen, genug!" 

（「結び: さて、ミューズたち、もう十分だ！」） 

作品全体を締めくくる曲で、これまでの愛の喜びと悲しみを振り返りながら、ミューズたち

に感謝を捧げます。メロディーは荘厳で感動的です。 

音楽的特徴 

• ワルツ形式: 《愛の歌》と同様に、すべての曲がワルツのリズムで書かれていま

すが、感情の幅が広がっており、より多様な愛の側面が表現されています。 

• ピアノ連弾の役割: ピアノ連弾は、各曲のムードを設定し、声楽パートを引き立て

る重要な役割を果たしています。連弾による豊かなハーモニーが、作品全体に

深みを与えています。 

• 詩的内容の多様性: 愛の喜び、苦しみ、ユーモア、儚さなど、さまざまな感情

が詩に反映されており、ブラームスの音楽はそれを豊かに表現しています。 

《新愛の歌》は、ブラームスの愛に対する深い洞察と音楽的表現力を示す作品であり、

愛の多様な側面を繊細に描いています。 

 

影響と評価 

《愛の歌》と《新・愛の歌》は、その魅力的なメロディーと親しみやすいスタイルにより、すぐ

に人気を博しました。これらの作品は、ブラームスの親密な人間関係や彼自身の内面

的な世界を反映しているとも言われています。また、家庭での演奏に適した編成であるこ

とから、多くの音楽愛好家に愛され、今日でも頻繁に演奏されます。 

これらの《愛の歌》は、ブラームスのキャリアにおける重要な位置を占めており、彼のロマ

ンチックで繊細な感性を示す貴重な作品群とされています。 
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4. マリアの歌 Op. 22 

• 概要: 1859 年に作曲されたこの作品は、7 つの曲からなる合唱曲集で、宗教

的なテキストに基づいています。クリスマスに関連するテーマが中心となっていま

す。 

• 構成: 各曲は短く、シンプルな合唱とピアノ伴奏で構成されています。ブラーム

スの宗教的な感性と簡潔な表現が反映されています。 

• 特徴: この作品は、ブラームスの他の宗教曲とは異なり、シンプルで透明感の

ある作風が特徴です。家庭内での演奏を念頭に置いた、親しみやすい作品で

す。 

《マリアの歌》（Marienlieder）, Op. 22 

ヨハネス・ブラームスが 1860 年に作曲した、無伴奏の混声合唱のための宗教的な合

唱曲集です。この作品は、聖母マリアを賛美するためのテキストをもとにした 7 つの楽曲

で構成されています。これらの曲は、ブラームスの宗教的感性や合唱音楽に対する造

詣の深さを示すとともに、彼の独自のスタイルが明確に表現されています。 

作曲の背景 

ブラームスは 20 代後半の頃、宗教的なテキストに興味を持ち、その精神性と詩的な要

素を音楽に反映しようと試みました。特に、彼はドイツ・カトリックの伝統的なマリア賛歌に

惹かれ、これを基に《マリアの歌》を作曲しました。この作品は、ブラームスが故郷の教会

音楽や宗教的儀式に対する敬意を込めて書いたものであり、当時の宗教的合唱曲とし

ては新しいスタイルの試みと言えるものです。 

《マリアの歌》の内容 



《マリアの歌》は全 7 曲から構成されており、それぞれの曲が異なる詩をもとにしていま

す。テキストは主に、聖母マリアに対する賛美や祈り、マリアの役割に関する宗教的な

テーマを扱っています。 

1. "Der Engel"（天使） 

この曲は、聖母マリアに告げられた受胎告知をテーマにしています。天使ガブリ

エルがマリアに受胎を告げる場面が描かれており、音楽は穏やかで崇高な雰

囲気を持っています。 

2. "Mariae Verkündigung"（マリアの受胎告知） 

ここでも受胎告知がテーマとなっていますが、音楽は少し劇的で、神聖さと喜び

の感情が融合しています。ブラームスは、聖母の喜びと驚きを音楽的に表現し

ています。 

3. "Der Besuch"（訪問） 

この曲は、マリアが親戚のエリザベトを訪れる場面を描いています。エリザベトは

マリアの受胎を祝福し、マリアは神の選びに感謝を捧げるという内容です。曲調

は温かく、愛に満ちています。 

4. "Joseph lieber, Joseph mein"（ヨセフ、愛するヨセフ） 

クリスマスキャロルとしても知られるこの曲は、聖母マリアがヨセフに対して語りか

ける内容です。ブラームスのアレンジは、古いドイツのキャロルのスタイルを踏襲し

つつ、優しさと信仰が表現されています。 

5. "Mariae Heimsuchung"（マリアの訪問） 

この曲はマリアがエリザベトを訪れるシーンを描いており、母の祝福がテーマとな

っています。音楽は柔らかく、愛情と感謝が滲み出るような表現がなされていま

す。 

6. "Der Jäger"（狩人） 

この曲は、マリアと幼子イエスが狩人に保護を求めるという物語を描いていま

す。音楽は軽快で、リズミカルな要素があり、物語の躍動感が表現されていま

す。 

7. "Ruf zur Maria"（マリアへの呼びかけ） 

最後の曲は祈りの形をとっており、マリアに向けた深い信仰の念が込められてい

ます。音楽は荘厳で、聴く者に深い感動を与えます。 



音楽的特徴 

• 無伴奏の合唱: 《マリアの歌》は無伴奏であるため、合唱の純粋な音色と声部

のハーモニーが強調されています。ブラームスは、各声部が明瞭に響くように配

慮しつつ、和声の豊かさと感情表現を追求しています。 

• 伝統と革新の融合: ブラームスは、伝統的な宗教音楽の要素を尊重しながら

も、独自のハーモニーとリズム感を取り入れています。特に中世からの宗教的な

旋律やカノン技法を活用しつつ、ロマン派の特徴である感情表現を巧みに融

合させています。 

• 詩の内容に寄り添う表現: 各曲は、詩の内容に応じて異なる感情や雰囲気を

持ち、音楽が詩の意味を強調するように設計されています。ブラームスの音楽

は、詩の言葉のリズムや抑揚に細かく対応し、深い感情を引き出しています。 

影響と評価 

《マリアの歌》は、ブラームスの宗教的な合唱作品として重要な位置を占めています。こ

の作品は、彼の深い宗教的感情と詩への感受性が反映されたものであり、合唱音楽

の愛好者や宗教音楽の分野において高く評価されています。ブラームスの他の宗教的

作品と同様に、簡素でありながら深遠な美しさを持ち、演奏する合唱団にとっても重要

なレパートリーとなっています。 

《マリアの歌》は、ブラームスの多様な音楽的才能を示す一例であり、彼が宗教的題材

をどのように扱ったかを理解する上で貴重な作品です。その静かな敬虔さと、詩と音楽

が織り成す感情の深さは、聴く者に大きな印象を与え続けています。 

 

5. その他の合唱曲とカンタータ 

ブラームスは他にも多くの合唱曲やカンタータを作曲しています。以下はその一部です。 

• 運命の歌 Op. 54: フリードリヒ・ヘルダーリンの詩に基づいた、運命と人間の対

立を描いた合唱とオーケストラのための作品。 



• 学位授与式序曲 Op. 80: ブラームスが名誉博士号を授与された際に作曲し

た、陽気で祝祭的な序曲。 

• ナーニ Op. 82: 「ドイツ・レクイエム」に続いて作曲された宗教的合唱作品で、弦

楽合奏とオルガンが伴奏します。 

6. 歌曲（リート） 

• 概要: ブラームスは 200 曲以上のリートを作曲しており、その多くがピアノ伴奏付

きのソロ歌曲です。彼のリートはシューベルトやシューマンの伝統を引き継ぎなが

らも、独自の音楽的深さと表現力を持っています。 

• 代表的な歌曲: 

「子守唄」Op. 49-4 

世界的に有名なブラームスの子守唄。シンプルで穏やかな旋律が特徴。 

 ブラームスの**《子守歌》** (Wiegenlied), Op. 49, No. 4 は、彼の最も有名な作品の一

つであり、一般に「ブラームスの子守歌」または「ブラームスのララバイ」として知られてい

ます。この曲は、温かく穏やかなメロディーが特徴で、多くの人々に親しまれています。 

作曲の背景 

ブラームスはこの子守歌を 1868 年に作曲しました。この曲は、ブラームスの友人である

オーストリアの作曲家、ヨーゼフ・ベッカー (Josef Bertha) の妻、ベルタ・ファーベル 

(Bertha Faber) のために書かれたものです。ファーベルが彼女の最初の子供を出産した

ことを祝って、ブラームスが贈り物としてこの子守歌を捧げました。ベルタはブラームスの

昔の恋人であり、彼女との友情がこの作品に特別な意味を持たせたと考えられていま

す。 

歌詞の内容 



ブラームスの《子守歌》の歌詞は、19 世紀のドイツの詩人、ゲオルク・シュミーデル

（Georg Scherer）が書いた民謡の詩を基にしています。この詩は、母親が赤ん坊に語りか

ける形で、優しく子守歌を歌いながら赤ん坊を眠りにつかせようとする内容です。 

歌詞（ドイツ語原文）とその日本語訳 

ドイツ語原文: 

Guten Abend, gut’ Nacht, 

Mit Rosen bedacht, 

Mit Näglein besteckt, 

Schlupf unter die Deck: 

Morgen früh, wenn Gott will, 

Wirst du wieder geweckt. 

 

Guten Abend, gut’ Nacht, 

Von Englein bewacht, 

Die zeigen im Traum 

Dir Christkindleins Baum: 

Schlaf nun selig und süß, 

Schau im Traum’s Paradies. 

日本語訳: 

コードをコピーする 

おやすみ、よい夜を 

バラで飾り 

カーネーションを添えて 

毛布にくるまって 

神さまが望めば 

明日の朝、目覚めるでしょう 

 

おやすみ、よい夜を 



天使に守られて 

夢の中で 

幼子イエスの木を見せてもらって 

祝福されて甘く眠りなさい 

夢の中で楽園を見ましょう 

音楽的特徴 

1. メロディー: ブラームスの《子守歌》は、その優しく穏やかなメロディーで知られてい

ます。シンプルで親しみやすく、旋律は滑らかでリズミカルな流れを持っていま

す。穏やかな揺れが、赤ちゃんを寝かしつける子守歌として非常に効果的で

す。 

2. 伴奏: ピアノ伴奏はシンプルで、和音のブロックとアルペジオが交互に使われ、

メロディーを支えています。ピアノの伴奏はメロディーの邪魔をせず、全体の雰囲

気を穏やかに保つように設計されています。 

3. 和声: 和声は豊かで、ブラームス特有の温かみを持っています。シンプルな三

和音を基にしながらも、微妙な転調が用いられており、曲全体に温かさと深みを

与えています。 

4. 形式: この曲は、ABA 形式に近いシンプルな構造を持っています。A セクション

では、母親が赤ん坊に語りかけるような部分が表現され、B セクションでは天使

が見守るという情景が描かれます。 

影響と受容 

ブラームスの《子守歌》は、彼の多くの作品の中で最も愛されている一つであり、多くの

母親たちが子供たちを眠らせるために歌い続けてきました。この曲のメロディーは、クラシ

ック音楽を超えて広く知られ、さまざまなアレンジが行われています。たとえば、映画やテレ

ビの BGM、コマーシャル、教育ビデオなどでも使用されることが多く、その普遍的な魅力を

証明しています。 

また、この曲は多くの演奏家によって取り上げられ、録音されてきました。ヴォーカルとピア

ノのためのオリジナル版だけでなく、さまざまな楽器編成やオーケストラ版などの編曲も存

在し、その美しさは様々な形式で楽しまれています。 



結論 

ブラームスの《子守歌》は、そのシンプルな美しさと穏やかな感情表現によって、聴く者の

心を癒す力を持っています。母親が赤ん坊を優しく包み込むような愛情と、安らぎの中で

眠りにつくことを願う心が、ブラームスの音楽を通じて感じられるこの作品は、世代を超え

て愛され続けるクラシックの名曲です。 

 

「ジプシーの歌」Op. 103 

民謡風の旋律が特徴的な 8 曲からなる歌曲集。ジプシーの自由な精神を表現してい

ます。 

ブラームスの**《ジプシーの歌》（Zigeunerlieder）, Op. 103**は、彼の最も魅力的で活気に

満ちた歌曲集の一つです。この作品は、1887 年に作曲され、混声四部合唱とピアノの

ために書かれています。後に、ソプラノ、アルト、テノール、バスのソロとピアノの形式でも

演奏されることが一般的です。この歌曲集は、ハンガリーの民謡の要素を取り入れ、ブ

ラームスが特に影響を受けたジプシー音楽のスタイルを反映しています。 

作曲の背景 

ブラームスは、生涯を通じてハンガリー音楽に魅了されており、《ジプシーの歌》もその影

響を受けた作品の一つです。この歌曲集の詩は、ブラームスの友人であり、詩人・翻訳

家のフリッツ・コントラディ (Fritz von Dohnányi) がドイツ語に翻訳したハンガリーの民謡詩

に基づいています。これらの詩は、ジプシーの恋愛や生活をテーマにした情熱的な内容

で、ブラームスはその感情を音楽で巧みに表現しています。 

曲の構成と内容 

《ジプシーの歌》は全 11 曲で構成されており、それぞれの曲が異なるテーマや感情を持

っています。各曲の特徴を以下に簡単に説明します。 



1. "He, Zigeuner, greife in die Saiten ein!"（「ジプシーよ、弦をかき鳴らせ！」） 

活気あふれる冒頭曲で、ジプシーの楽師が楽器を弾き始める様子を描いていま

す。リズミカルで熱気に満ちた音楽が特徴です。 

2. "Hochgetürmte Rimaflut"（「高くそびえるリマ川の流れ」） 

抒情的なメロディーで、川の流れを背景にした恋人たちの切ない別れを歌いま

す。 

3. "Wißt ihr, wann mein Kindchen"（「君たち知ってるかい、僕の恋人が」） 

軽快で遊び心に満ちた曲。恋人との再会の喜びが歌われています。 

4. "Lieber Gott, du weißt"（「親愛なる神よ、あなたは知っている」） 

神への祈りを込めた曲で、愛する人を想う切実な気持ちが表現されています。ピ

アノの伴奏は穏やかで、抒情的な雰囲気を醸し出しています。 

5. "Brauner Bursche führt zum Tanze"（「褐色の若者が踊りに誘う」） 

情熱的でリズミカルな舞曲。ジプシーの若者たちが踊りに誘う様子を描いてお

り、生命力あふれる音楽が魅力です。 

6. "Röslein dreie in der Reihe blühn so rot"（「三つのバラが並んで赤く咲いている」） 

穏やかで優雅なメロディーが特徴。バラの花を恋人にたとえて、愛の儚さを歌い

ます。 

7. "Kommt dir manchmal in den Sinn"（「時々君は思い出すかい」） 

別れた恋人への郷愁を歌った曲。メランコリックなメロディーが心に響きます。 

8. "Horcht, horcht die Lerch im Ätherblau"（「聞け、聞け、ひばりが青空で歌ってい

る」） 

自然の美しさと恋愛の喜びを歌った明るい曲。ひばりの鳴き声を模した音楽が特

徴的です。 

9. "Weit und breit schaut niemand mich an"（「広くどこを見渡しても誰も私を見てくれな

い」） 

寂しさと孤独を表現した曲。ブラームスの深い感情表現が感じられます。 

10. "Mond verhüllt sein Angesicht"（「月が顔を覆い隠す」） 

夜の静けさと愛の痛みを描く曲。沈んだムードと切ないメロディーが印象的です。 

11. "Rote Abendwolken ziehn am Firmament"（「赤い夕雲が空を流れていく」） 

静かな夜の情景を描きつつも、希望と再生の感覚を持つ曲。穏やかなフィナー

レとして曲集を締めくくります。 



音楽的特徴 

• リズムの多様性: 《ジプシーの歌》は、ハンガリー音楽のリズミカルな特徴を取り

入れています。速いテンポの舞曲風のリズムから、ゆったりとした抒情的なリズム

まで、幅広い表現が見られます。 

• 感情の幅広さ: 各曲は異なる感情を表現しており、情熱的な愛、切ない別れ、

喜び、郷愁など、様々な感情が交錯します。ブラームスの巧みな和声とメロディ

ーは、これらの感情を豊かに描き出しています。 

• 合唱とピアノの役割: 合唱とピアノのバランスが非常に巧妙で、ピアノが時には

伴奏、時には独立した役割を果たします。ピアノはジプシー音楽特有のリズムや

情感を強調する一方で、合唱が物語の中心的な要素を担います。 

影響と評価 

《ジプシーの歌》は、ブラームスの合唱作品の中でも特に人気の高い曲集であり、彼の

民族音楽への関心を示す重要な例です。この曲集は、演奏会でも頻繁に取り上げら

れ、合唱団とピアニストにとって挑戦的でありながらも魅力的なレパートリーとして親しまれ

ています。 

また、ブラームスのハンガリー音楽への愛情と、それを自らの作品に昇華させた創造力

の証として、この作品は彼の音楽的探求の深さを示しています。《ジプシーの歌》は、ブ

ラームスがどれほど多様な音楽スタイルを取り入れ、それを独自の音楽に融合させる才

能を持っていたかを如実に表しているのです。 

 

《5 つのリート》（Fünf Lieder, Op. 105） 

ブラームスが作曲した歌曲集で、1886 年に完成しました。この作品は、ブラームスが晩

年に至るまで継続していた歌曲の創作活動の一環であり、深い感情と詩的な美しさを

兼ね備えています。各曲には異なる詩が用いられ、それぞれが独特のテーマと雰囲気

を持っています。 



1. "Wie Melodien zieht es mir" 

（「旋律のように私の心に浮かぶ」） 

• 詩: クラウス・グロート（Klaus Groth） 

• 内容: 

この曲は、旋律が心に響く様子を描いたもので、言葉が持つ限界と、音楽がも

たらす感情の無限性を表現しています。詩は、感情が言葉によって完全には表

現できないもどかしさを歌い、音楽がその感情を超えて伝える力を持つことを暗示

します。 

• 音楽的特徴: 

この曲は、柔らかなメロディーと微妙な和声が特徴で、静かで内面的な感情を

表現します。ピアノ伴奏は流れるようなアルペジオで構成されており、歌声を優しく

支えています。 

2. "Immer leiser wird mein Schlummer" 

（「私の眠りはますます静かになっていく」） 

• 詩: ゲオルク・フリードリヒ・ダウメル（Georg Friedrich Daumer） 

• 内容: 

この曲は、別れの悲しみと死への予感を歌ったものです。主人公は、愛する人に

別れを告げることを恐れ、静かに消えていくことを望んでいます。深い愛と悲しみ

の感情が交錯し、命の終わりへの静かな受容が感じられます。 

• 音楽的特徴: 

メロディーは穏やかで、次第に沈黙に向かっていくような感覚を持っています。ピ

アノ伴奏は繊細で、歌詞の内容に合わせて悲しみと平穏を表現します。 

3. "Klage" 

（「嘆き」） 

• 詩: ヘンリー・ワズワース・ロングフェロー（Henry Wadsworth Longfellow）、訳: カー

ル・フリードリヒ・ヨーゼフ・クラウゼ（Karl Friedrich Joseph Klaus） 

• 内容: 

この曲は、愛する人の不在に対する深い嘆きを歌ったもので、自然の美しさが愛



する人の不在を強調します。自然の風景が変わらず存在する中で、失った愛の

痛みが表現されています。 

• 音楽的特徴: 

メロディーは嘆きと悲しみを感じさせるもので、ピアノ伴奏もそれに合わせて深い哀

愁を帯びています。歌詞の情感を強調するために、音楽は簡潔で直接的な表

現を用いています。 

4. "Auf dem Kirchhofe" 

（「墓地にて」） 

• 詩: デトレフ・フォン・リリエンクロン（Detlev von Liliencron） 

• 内容: 

墓地での風景と感情を描いた詩で、過去の死者への思いが風景と共に語ら

れます。墓地の静けさと、そこに眠る人々への尊敬の念が込められており、人生

の儚さがテーマとなっています。 

• 音楽的特徴: 

この曲は、暗く重々しい雰囲気を持ち、ピアノ伴奏もそれに合わせて低音の響き

が強調されています。メロディーは厳粛で、時折激しさを感じさせる部分もありま

す。 

5. "Verrat" 

（「裏切り」） 

• 詩: カール・フリードリヒ・ヨーゼフ・クラウゼ（Karl Friedrich Joseph Klaus） 

• 内容: 

愛の裏切りに対する怒りと失望を歌った曲です。詩は、裏切りを受けた者の痛み

と怒りを表現しており、真実と誠実さの欠如に対する嘆きが込められています。 

• 音楽的特徴: 

この曲は、激しい感情を反映した力強いメロディーとリズムが特徴です。ピアノ伴

奏も、激しい和音や急速な動きで歌詞の感情をサポートし、怒りと失望の表現を

助長します。 

音楽的および詩的特徴 



ブラームスの《5 つのリート》は、各曲が独立した感情とテーマを持ちながら、全体として

人間の愛、悲しみ、喜び、そして喪失を深く掘り下げています。これらの歌曲は、ブラーム

スの優れた詩的感受性と音楽的洞察力を示すものであり、彼の他の声楽作品と同様

に、リリカルでありながらも深い感情を湛えた音楽表現が特徴です。晩年に作曲された

歌曲集で、感情的な深さと詩的な美しさが際立っています。 

まとめ 

ブラームスの声楽曲は、彼の内面的な感情と深い人間理解を反映した作品が多く、宗

教的なテーマから愛や自然、人間の苦悩や喜びまで幅広い題材を扱っています。彼

の合唱曲や歌曲は、ピアノ伴奏やオーケストラとともに、詩と音楽が一体となった美しい

表現を追求しており、今でも多くの人々に愛され続けています。 
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